
告患

乎
塚
市
は
、
沼
和
七
年
間
出
月
一
臼
横
浜
市
、
撲
須
賀
市
、
川
崎
市
に
つ
い
で
神
奈

川
県
下
間
四
番
目
に
、
中
郡
平
塚
町
か
ら
「
乎
塚
市
」
へ
と
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

市
縦
二
十
五
年
誌
に
の
っ
た
吋
市
制
施
行
の
思
い
出
』
に
は
、
当
昨
吋
の
模
様
を

「
当
日
は
晴
天
で
し
た
。
早
朝
か
ら
花
火
、
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
町
は

H

新
し
き
平
塚

市
μ

の
希
望
に
燃
え
た
っ
て
い
ま
し
た
」
と
豪
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
こ
の
日

か
ら
一
週
間
、
平
塚
は
市
部
祝
賀
の
た
め
喜
び
の
ち
ま
た
と
化
し
ま
し
た
。
市
内
の

道
路
と
い
う
道
路
は
、
こ
と
ご
と
く
装
飾
さ
れ
ま
し
た
。
族
、
ち
ょ
う
ち
ん
、
ま
ん

幕
な
ど
が
美
し
く
飾
り
た
て
ら
れ
、
変
街
の
人
出
に
混
雑
を
き
わ
め
ま
し
た
」
と
、

脅
か
れ
て
お
り
、
当
昨
吋
の
市
民
が
H

市
に
な
っ
た
u

こ
と
を
い
か
に
喜
ん
だ
か
、
よ

く
わ
か
る
と
恕
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
繁
栄
を
萎
び
市
制
昇
格
に
隣
い
た
乎
塚
市
で
し
た
が
、
そ
の
喜
び

も
つ
か
の
ま
、
や
が
て
重
苦
し
く
つ
ら
い
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
二
十
年
の
大
空
襲
で
、
平
塚
は
何
も
か
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
田
雄
市
民
の
底
力
は
、
み
ご
と
こ
の
苦
難
を
は
ね
の
け
ま
し
た
。
復
興

は
、
市
民
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
す
。

中
市
制
刷
五
十
周
年
の
平
塚
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
絶
え
間
同
な
い
発
展

と
援
進
を
続
け
て
い
ま
す
。
問
問
東
大
震
災
、
戦
時
吋
の
苦
難
、
戦
災
、
戦
後
の
混
乱
、

復
興
、
町
村
合
併
と
今
に
し
て
思
え
ば
、
何
も
か
も
が
平
塚
市
民
の
郎
と
な
り
、
肉

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
混
在
、
昭
和
五
十
五
年
に
旦

F

i
ト
し
た
第
一
一
次
平
塚
市
総
合
開
発
計
画

を
基
本
に
「
出
口
然
を
愛
し
心
ふ
れ
あ
う
測
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
つ
く
り
」
を
目

指
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

中
市
判
例
五
十
周
年
記
念
事
業
は
、
中
央
公
民
館
の
完
成
に
よ
り
、
七
月
一
弱
か
ら
数

々
の
祝
賀
行
事
を
繰
h

ソ
広
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
綴
い
で
あ
り
ま
し
た
果
樹
試
験

場
跡
地
の
払
い
下
げ
も
決
ま
り
、
総
合
公
開
闘
の
く
わ
入
れ
式
も
ま
も
な
く
行
わ
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
、
平
塚
市
は
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
、
先
人
の
残
し
て
く
れ
た
功
績

を
礎
に
大
き
く
船
出
し
よ
う

!
平
田
拭
八
景
山
中
同
開
架
i

平
壇
而
は
、
今
年
で
市
制
略
行
五
十
け
て
居
辺
一
前
七
か
村
の
合
係
が
成
立
い
〈
た
め
に
は
、
泣
き
面
?
を
い
わ
ず
問

問
年
を
通
え
ま
し
た
。
し
、
現
在
市
棋
は
約
六
十
八
平
方
J
M

に
行
政
の
原
点
を
み
つ
め
、
公
疋
で
糟

顧
み
ま
す
と
、
五
十
年
の
捗
み
は
訣
人
口
二
十
二
万
人
を
採
し
、
湘
南
地
方
出
掛
な
姿
輔
自
も
と
に
、
着
実
な
足
ど
り

し
て
平
た
ん
な
諸
白
り
で
は
な
か
っ
た
の
中
堅
都
市
と
し
て
発
展
を
輯
け
て
お
で
辞
む
乙
と
削
許
要
戸
考
え
て
お
り
ま

と
い
え
ま
す
目
昭
和
二
十
年
七
月
、
発
り
ま
す
C
と
は
、
ま
乙
と
に
碍
ば
し
い
す
。

間伊進トロ
L
お
い
て
戦
鳴
を
披
P
大
打
撃

ζ

と
で
あ
り
ま
す
。
本
日
か
ら
市
一
制
五
十
閣
昨
記
念
事
諜

世
一
受
け
詳
し
た
が
、
市
民
自
不
潤
の
鰭
過
去
浄
猿
り
返
り
、
先
人
の
制
的
力
に
の
催
し
物
が
い
ろ
い
ろ
と
鰻
り
広
げ
ら

神
に
よ
り
ζ

の
認
離
章
ぷ
〈
克
服
し
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
訓
秒
与
れ
ま
す
。
ど
う
か
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

短
期
間
ゼ
戦
前
を
し
の
と
繋
提
を
界
レ
皆
の
発
展
に
生
拐
し
、
前
代
へ
引
き
離
え
吉
お
諜
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

滋
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
い
で
い
〈
ζ

と
は
、
私
た
ち
の
釘
訴
で
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
か
ら
一
ニ
十
二
年
に
か
あ
る
と
時
間
的
し
ま
す

E

市
制
五
十
間
幻
を
静
A
M

に
、
二
十
)

い
ま
地
方
自
治
を
と
り
ま
く
環
境
は
校
紀
へ
向
け
て
新
た
な
円
強
い
事
み
を

離
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
市
民
自
み
な
さ
ん
と
と
も
に
滋
め
て
ま

時
代
に
も
さ
ま
さ
ま
な
間
離
な
問
題
が
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

横
た
円
っ
て
い
ま
す
。
明
る
〈
昂
望
に
由
C

Y語、

C
協
内
冷
お
願
い
巾
し
上

満
ち
た
心
ふ
れ
あ
う
市
政
を
推
進
し
て
げ
ま
す
。



(2) illl和57年7JlIB

女平塚市禽l蕊 街 連 合 会 館 念 大 発 日 出 し

・6月26日 f土)-7FJ16日 C金〉

古記念祝典

・7月 1日〈京〉午前9時30卦1)申告揖・中央公民銀

・午賠白部〈午前 9時3凸分草書式〉 市政功労者 224人の翼影、中央公民館町ι
けら溶とし、記意レセプション、問中寓剖{民のあ意描題【揮瑠は勤労虫館〉

・午韓由部〈午睡3時置書式).・4祝典、康問直之民綴ショー〈招持者〉

会E是認のタベ í~車問直之ショーJ

• 7月 1日〈京〉午後6時30分から晶場市民セジター E要入場券〉

合曹年の蹄窪、結霞作品巌

・7月 1日〈木)-4日 f臼3午前9時~午後9時晶場。“青少牢虫館

会記念校関会 E市制ぬ・鉛・ 40・50腐年の記念1瞬間を上狭〉

• 7月1日〈木)-4日(1'1)午後2時から (4自のみ午前日時と午後2時の

2図上映〉 晶場ぃ図臨鰐

会12重注麗示会 f平壇愚策俳蘭箆j

• 7 )守 1日〈木)-4沼 (B)午 前9時~午後4時50分 晶場…凶臨飽

食劫・小・中兇重量生徒、平壇市教職員作品震

.7月 1日仁木)-4B CB)午前師寺~午後4時30分畠場日教宵畠飽

食高瀬閣議コレクシ濁ン・鵬溜骨児油器E輯公開展

圃 7月1日〈木)-4 B (臼〉午前9時~午後4時50卦会湯博物飽

食指輔人形芝居前鵬座・乙宜主高人形展

・7月 1日〈京)-4臼 (B)午前9時~午後4時50分盛場ー博物館

会認本li!霞完成披鯵と野点繍席

• 7月 l呂仁木〉正午~午後3時30分、 4日〈臼〉午前1()[翼手~午後3時30卦
畠揚υ 文化公風日本底劉

女神奈川県下郷土芸能大会

• 7月2日〈金〉午後1時 かb 畠 場 中 央 公 民 館

県下8市町の郷土議錨10演自を瞳露a 演目1<1:、輔島エジコロ節 E茅ク崎市〉

古式消防畳〈庫京市〉、瓜生野盆路l>揖〈寵野市〉、下土槻獅子揮(藤沢

市3、小田原ばやし、曽我別所帯滋子舞 (!J、国原市〉、高魔変打岨〈大融町〉

船瞬 t二宮密J)、前踊af三三番受J、田村はやしく平撮市〉

国なお、正午から平語レク!Jエ}ション民踊協品目競りがある.

女平塚文化連銀宝芸能合同公演

• 7月 3臼 E土〉午前10時から会場日中央公民館

市内の11殴障が貧u務、民越、民鏑、洋持などを被爆.

1をひらつか寄席

• 7 FJ 3日仁三t)午後6時から畠場ー中央公民館〈腰月掛捧〉

三遊亭隠揖、蝿太鰯えまどが出演.

すみのりまつ世

・7月 3臼〈土)-4日〈日〉午前問時~午揖4時金掲・韓関絹地

農水盛物.71<接加工鞠・食肉加工品・花田即時 、木彬工主主品 f竹細工〉白

星日指と翼翼、市民体聾田郷コ}ナ} 、もちつき、ボンハぜなど，

会'82コーラスフェスディパJ~ 1 
• 7 FJ 4日 (B)午挫2時から金主畠ー中央公民館

県下回 5合唱極刑出演.出構図体は、県立書属医高等学校由唱副首、京眠女子大

学合唱部、滞期市民コ}ル、源靖コーJレグ!Jュ-:;/、小限原輿声合唱団.

* ス ポ ー ツ の 祭 典

• 7月 4B (1'1)午睡2時から企場児約台体宵館

パレーポ』ノレ沼本!J-グ男子チーム四百本鋼管と富士フィルム自拐待試合が

行われる.また、 ιれに先立って、午前9時30分からは、市内代賓チームに
よるパレ』ポーJレ由試合1;1行自れる.

*B本テレビ公開録画 in帯抜書ドンドン歌合戦j

• 7月 88く木〉午控6時割O分から 虫掲・市民セYター oさ入場券〉

入場捧は6月30日(>本〉午前9時から市銀岡市民相談室で1，6∞人に配布.

*f2念文化講演会

• 7月11日 E日〉午能1時刻分から晶場、 e中央公民館〈喪入場捧〉

作家白井上靖民が n草鴎文化由交流j在テ}マに講演〈約90分). 

*シ)~'7ロード展「西安から天山~t路にいたる」

0 ・7月16B(金)-27日びり午前9時~午後7時(16自のみ午前11時1，)'6)
金場 a中貴公民館

パネ)~，空軍寓、ピデオ、切l>睦などで、シノレクロ』ドを紹介.後援は、 NH
K横揖放送局、中華人民共和掴駐日大使館など.

*NHK文化講演会

• 7月17白〈土〉午揖6時金場。中央公民館〈饗入場捧〉

「失われたロマンを求めてj 務部はマYガ家の手塩拍虫氏@代罪作酷続

アトム、火由鳥、ブラッククャックなど.

f盤史と小説J 講隠は寝木賞作事由主持徹民.代署咋濃少女、鹿鹿地帯、

まむし四周六など.

す'82コーラスフェスティパJ~n

• 7月2活臼 (8)午 能1時から会場中央公民館

市内23合唱団によるコーラス.

会 ポ ッ プ ス コ ン サ ー ト

• B月 18C臼〉午桂3時初分から会場中央公民館

平語位指誕愛好金による演帯。指揮は鳥海幸雄民

⑧その他の記念事業

• 50周甲蓋L念翻揖「わが市の牢寓帖平壇50年目揖みJ自発明j 牢耳を;l><記し

て平車市50卑の綬史を分かl>やす〈紹介 ・記録暁園田制i惇・誌意祝典在中心

に乱念事謹を記輯

⑧すでに実絡した官記念事業

・12意はがきの韓斑 ・2日意タパコの尭弼 ・平揮車RI2意入場帯の揖弼 ・市

箆の木、市民の花の制定市民申京に f<す白書」、市民自花は fなでしζJ

1;'制定された ・人口予想クイズの提施ー応帯1167過で 3人7うま的中 ・平嘩

八鎮の制定 平揖自主義務地として、湘帯平、湖南潮来、平壇砂丘夕映え、曜の

前鳥神社、八輔山公騎、議陣タ由潟と松岩帯、七閣時とi畢嘩威、金問川と観音

堂由八無音制定 ・市民軍軍軍の制定・平壇市民白生活指国としてnjJ定したも自

で、前文とさE文から成品 ・市民体獲の鯛の締結υ 平瞳市民の謂2のふるさと

として、静潟県天棋湯ケ島町、岩手県花巻市と嗣結 ・市融のレコー判ヒ 市制1
20蝿年在記念して作られた平壇市款問潜及者間るため副作したもので、欣拍車

山一郎E主 犯意映画「わた〈したちのまち平君J (30分〉由製作 e図出館で

貸し出しをする ・祝賀自己意易自配布川市民生活ガイドブックとふろしきを市

内会家庭に配布 ・東部纏祉書館「由時荘Jの建設 n老人福祉白一緒白充実在

思指して議設されたも白で、 5月15自にオープンした.大神環揖商主主セジター

の必捕者利用したお風呂が特徴.

っか

会
市
制
刷
協
噌
廿
五
十
周
半
ぞ
お
祝
い
し
て
散
々
の
記
念
事
議
選
出
主
、
す
で
に
市
民
轡
塁
巾
菜
、
市
建
平
貫
録
、
震
世
輔
自
郷
。

A
M
gと
〉
警
が
決
ま
っ
て
い
る
・
続
い
て
、
七
月
一
自
主
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
る
が
、
持
事
中
央
訟
擦
が
完
成
主
の
吉
田
虫
績
を
令
官

食

中

山

尺

季

語

易

量

D
広
げ
る
ζ
と
に
な
る
二
右
衰
の
と
お
b
〉
ま
た
、
重
量
い
で
あ
る
桑
翼
磁
場
跡
地
の
払
い
下
げ
も
食

品M

盛
世
噴
射
援
製
h
H

審
議
会
判
決
ま
れ
ν、
い
よ
い
よ
コ
昭
和
白
描
づ
〈
り
」
が
始
め
ら
れ
る
。

古
れ
ま
し
F』
弓

た

文

砲

や

伝

統

を

継

置

し

、

更

に

充

間
万
市
民
白
一
人
と
L
て
、
ま
ち
興
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

自
発
麗
に
大
き
な
輯
塑
と
期
待
そ
寄
こ
と
が
、
私
た
ち
ゐ
調
務
で
あ
ろ
う

せ
、
声
い
入
る
ょ
っ
に
記
警
L
自
を
と
痛
臨
し
て
お
り
ま
す
。

走
ら
せ
た
慣
例
樹
誕
生
の
一
日
が
、
い
ま
昨
今
の
一
経
済
情
掛
は
、
貿
易
暦
揮

鮮
や
必
札
脳
落
札
去
来
し
て
や
み
ま
や
内
需
由
博
滞
な
ど
、
最
mMmv
泊
復

せ

ん

。

は

き

わ

的

て

緩

現

で

あ

り

、

市

行

間

市
民
の
み
な
吉
ん
、
市
制
蕊
十
潟
あ
れ
か
る
五
十
年
、
五
十
年
の
描
政
も
ζ

の
彩
藩
を
受
げ
て
離
し
い
状

年
識
に
お
め
で
と
う
と
さ
い
ま
す
。
月
泊
中
で
は
、
安
轄
の
甚
災
な
ど
掛
況
下
に
あ
り
串
李
か
、
議
畠
本
来
の

ま

ち

白

雪

自

主

Z
子
i
f並
立
:
土

E
L
3
7

使
命
章
一
数
年
心

事

、

}

つ

の

大

ト

語

学

都

立

H
H
芳
7
J
と
よ
hu議
出

古

包

構

え

で

再

認

識

者

な

聞

自

に

あ

た

し

、

補

記

訓

話

痛

な

る

己

申

と

き

に

、

市

議

会

議

長

水

島

英

纏

識

A
謡
曲
を
遜
じ

甑
金
を
代
表
し
て
市
民
自
み
な
さ
ん
多
め
試
観
を
経
験
し
事
レ
た
.
し
か
て
、
明
る
〈
盛
か
な
磁
力
あ
る
ま
ち

に
と
一
祝
辞
を
述
べ
る
ζ
と
晶
体
、
身
に
し
、
先
人
の
た
ゆ
ま
き
る
世
間
力
由
植
づ
〈
坦
九
金
力
を
品
問
注
す
る
所
一
揮
で

余
る
光
栄
で
す
。
み
輩
記
と
、
市
民
各
位
由
英
知
と
ネ
畠
D
ま
す
。

昭
和
七
卓
四
月
一
目
的
薪
閣
は
、
溜
の
摘
抽
E
Lよ
り
ζ
れ
を
乗

D
越
市
民
み
な
古
ん
自
よ

D
一
揖
田
口

「
ザ
ふ
市
制
巴
麗
声
、
平
塚
に
替
由
え
、
い
ま
や
人
口
一
一
十
二
万
人
世
帯
環
一
解
と
む
協
力
在
詣
競
い
申
し
上
げ

栄
光
、
洋
々
t
る
輯
謹
吃
揮
い
て
歓
ず
る
湘
雨
田
中
接
都
市
と
し
て
自
彊
て
、
お
祝
い
の
ζ

と
ば
と
い
た
し
ま

審
の
密
万
国
民
h
y
v
」
目
見
間
関
し
の
も
を
み
る
ζ

と
が
で
語
ま
し
台
、

7.

と
、
誕
生
白
早
場
市
全
ぽ
吉
山
川
紹
介
一
一
十
一
役
紀
へ
向
け
て
、
培
わ
れ

昭
和
五
十
一
年
九
月
、
農
林
官
寮
翁
民
自
煽
い
が
か
な
い
、
大
麓
省
関
東
福
岡
決
定
さ
れ
た
も
む
で
あ
亙
。

ζ
の
払
い
一
色
オ

1
プ
y
ス
ペ
ー
ス
判
い
あ
る
が
、

試
験
場
跡
地
聖
司
市
民
白
芋
に
し
よ

P
と
務
麗
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
る
ζ

と
に
下
げ
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
昭
和
田
揖
づ
今
回
目
嵩
申
に
よ
り
払
い
で
げ
が
決
ま

襲
名
運
読
を
展
開
し
~
約
十
一
万
人
的
な
っ
た
・

ζ
れ
は
、
五
万
二
土
ハ
自
に
く
れ
J

一
が
始
め
ら
れ
る
号
っ
た
磁
卦
は
、
消
倒
的
半
分
約
十
九
静

署
名
を
集
め
て
大
綴
省
に
際
憤
レ

F必
隠
か
れ
令
鎚
有
財
淫
地
方
審
載
企
で
、
跡
地
は
余
誌
で
約
一
一
平
七
二
一
軒
の
で
あ
る
・

ζ
ζ
に
公
麹
〈
約
十
一
一
a

八

が
昭
和
蒜
十
一
一
年
一
一
月
1

よ

う

や

く

南

京

市

由

利

鰐

計

樹

ど

お

り

答

申

を

樽

て

広

さ

が

あ

り

、

市

街

地

に

掛

さ

れ

た

噛

静

)

と

小

学

校

(

約

一

・

八

静

〉

、

高

め

ら

れ

て

き

た

地

区

公

民

館

も

、

い

ま

や
一
一
十
閣
に
達
し
、
地
境
文
化
活
動
的

d

枝
(
相
官
一
・
一
一
一
静
〉
の
施
設
を
進
め
る

拠
点
目
控
割
聖
果
た
し
て
い
る
。

前
倒
で
あ
る
.

平
山
曜
市
中
央
公
民
閣
の
完
成
に
よ
D

特
に
会
館
の
盟
爾
は
、
吊
制
五
十
閥

「
市
民
自
心
白
ふ
れ
あ
い
白
一
掃
」
「
去

年
記
念
事
諜
由
一
環
と
し
て
盤
捕
す
る

麗
学
習
由
揖
」
「
地
昨
協
会
岡
田
鰐
の
棋
」

も
由
で
、
輔
広
い
市
民
の
方
々
に
体

と
し
て
、
よ
D
い
っ
そ
古
市
箆
の
ニ

1

息
、
散
揖
、
運
動
な
ど
多
目
的
に
利
用

ー
に
ζ
た
え
ら
れ
る
も
由
と
な
っ
た
。

し
て
い
た
だ
〈
ょ
う
計
慰
し
て
い
る
。

市
民
七
y
タ
ー
に
匹
敵
す
る
舞
曲
樺

公
一
踏
の
摘
綾
と
し
て
は
、
野
球
崩
、

構
を
完
備
し
た
七
言
人
収
容
の
ホ

l

陸
上
競
技
場
、
定
長
広
場
で
あ
る
。
野

ル
、
文
化
創
造
活
動
発
費
由
湯
と
し
て

球
揖
は
、
間
務
約
九
十
一
対
、
セ
y
h
m

の
市
民
ギ
ャ
ラ
日
l
、
心
由
ふ
れ
あ
い

l
方
向
百
二
十
討
で
、
公
式
野
球
場
の

策
警
備
挙
止
さ
で
、
担
曹
人
員
ま
市
制
施
行
五
十
周
岸
記
念
事
韓
と
L
崩
し
、
今
日
(
七
月
一
白
〉
開
轄
す
会
民
総
白
第
一
号
揺
と
し
て
誕
生
し
て
の
崩
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
l
ナ

内
野
と
外
野
ス
タ

F
喜

め

て

、

州

文

昭

和

手

五

年

十

一

月

か

ら

量

奇

以

来

、

一

小

学

校

区

に

一

員

盟

主

i
、
義
援
、
書
華
道
、
市
民

一
万
六
平
人
世
酎
砲
し
て
い
る
・
が
嘩
め
b
与
し
い
た
中
央
会
民
間
闘
が
完
昭
和
一
日
一
-
士
一
年
須
賀
四
ハ
ム
民
館
一
が
市
立
う
地
域
に
密
着
し
た
公
民
賠
建
冠
制
「
品
目
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
揖
と
し

τ広
く

活
用
さ
れ
る
ζ

と
を
夫
い
に
期
持
し
て

殴
上
級
控
蝿
は
、
一
揖
副
首
肘
の
金

い
る
a

z
占
鵠
型
ト
-
一
フ
ッ
ク
で
、
本
格
的
な
陸
上

競
技
掛
に
す
る
・
主
、
サ
ッ
カ
キ

7
月
5
Rに
施

運
動
晶
な
と
Lも
利
用
で
き
る
よ
フ
多

の
ホ

i
Y
在
ど

2臨jこパネル金畏160m、343m'の市民ギャラリー

市民由自串なた霊祭習場として3利用していただく 1階市民口出ー

274 
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目
的
な
競
技
調
と
し
て
獲
備
し
で
い
〈

方
針
で
あ
る
.

芝
生
依
揖
は
、
市
民
の
方
々
が
自
由

に
利
用
で
き
る
オ
1
プ
y
ス
ペ
ー
ス
と

し

τ、
市
民
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
に
よ

り
、
揖
々
な
制
問
問
が
図
ら
れ
る
揮
し
い

広
場
L
ず
る
よ
う
考
五
で
い
る
.
乙
の

ほ
か
、
子
供
た
ち
の
滋
ベ
る
広
崩
帯
を

計
図
し
て
お
り
、
完
摘
す
る
時
点
で

は
、
付
近
田
市
前
に
な
い
「
期
間
の

槙
」
と
な
苧
よ
フ
な
立
保
な
公
聞
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
.

ま
た
、

ι白
公
一
聞
は
、
本
市
盟
初
田

防
災
機
能
登
摺
え
た
公
慢
と
し
テ
議
欄

ず
る
も
由
で
、
災
脅
時
は
、
市
民
自
生

命
や
財
閥
出
を
守
る
オ
l
プ
y
ス
ペ
ー
ス

と
し
ナ
最
大
田
防
災
槽
輔
が
発
揮
官
書

る
よ
う
考
え
て
い
る
.

防
災
描
鶴
田
特
徴
と
し
マ
ほ
、
周
辺

聖
幅
広
い
植
樹
帯
で
臨
い
、
遜
難
現
前

と
し
て
の
安
企
耳
祉
を
骨
間
的
、
さ
ら
に
野

球
規
に
は
備
蓄
禽
壇
や
救
議
筋
融
、
情

報
伝
達
施
訟
を
控
け
る
E
と
に
な
る
.

小
学
校
と
高
校
に
つ
い
て
は
、
同
月

賞
、
袋
縫
白
急
増
に
対
処
ぜ
語
る
よ
う

一
日
も
尊
〈
割
合
が
建
設
官
語
る
よ
う

努
力
し
て
い
〈
方
針
で
あ
る
.

d

一一
、gι
U温
帯

A
』

η
J
8勿
ヤ

J~レ
μ
入
品
罰
則
明
帯
、
」

vdv-判
吻
J
Lノ

f
1
4昨
日
担
・
訪
日

文
化
セ
y
h
m
l
白
敷
地
内
に
は
、
迎
夕
や
ク
ス
ノ
キ
を
祭
か
し
た
木
陰
で
、
を
記
し
た
宮
本
路
陣
。
博
物
開
宣
茶
室

曹
銭
、
博
物
錦
、
腎
世
年
金
館
、
教
育
読
曹
や
世
話
、
体
患
の
揖
と
な
る
。
と
嗣
組
み
合
わ
せ
、
野
点
が
官
吾
る
。

ム
葱
が
盤
輔
さ
れ
、
多
〈
的
方
々
に
と
門
曙
(
舟
詰
の
〉
コ
i
J
!
日
中
門
S
L
コ
ー
ナ
ー
〕
子
慌
た
芝
人

制
用
い
た
だ
い
て
い
る
.
央
広
崩
由
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
問
え
る
よ
買
の
あ
る

D
臼
蒸
器
韓
関
車
の
展
示
コ

ιれ
ら
旧
支
化
施
設
を
、
一
一
沼
化
し
う
一
一
割
高
く
な
っ
て
い
る
。

ζ
ζ
に
は
!
ナ
1
.
新
し
く
ブ
ヨ
ヅ
ト
ホ
1
ム
が

た
公
額
引
議
び
、
よ
り
一
盟
申
有
効
利
用
制
五
十
周
年
殺
記
念
し
て
制
定
し
た
で
章
、
見
学
し
や
す
く
な
っ
た
。

用
主
図
る
ま
っ
と
、
市
制
五
十
周
年
記
意
市
民
の
木
ク
ス
ノ
キ
が
植
え
て
あ
る
.
向
車
部
白
轟
同
高
木
町
中
に
散
慌
時

事
業
で
盤
欄
聖
嘩
め
て
い
た
「
文
化
公
{
日
本
縫
劉
回
以
前
か
ら
あ
っ
た
大
が
あ
る
踊
埼
朝
来
は
、
木
立
ち
田
中

型
炉
問
認
し
ゃ
-

3

a

c

な
ユ
リ
由
木
と
開
和
寄
せ
、
摺
と
抽
に
時
刻
雲
間
在
さ
せ

τい
〈
.

乙
の
文
化
貧
は
、
み
な
さ
ん
が
見

堅
立
ち
ま
る
よ
う
エ
蓄
を
い

る
と
と
も
に
、
，
石
と
水
と
離
h
H

空
基

開
に
、
中
央
広
揖
空
中
心
と
し

τ名
コ

ー
ナ
ー
で
支
記
抽
睦
彦
絡
ん
で
い
る
。

な
お
、
文
化
公
鶴
間
朗
自
道
路
は
、

市
民
自
木
ク
ス
ノ
キ
を
主
体
に
し
ゃ
f
道

官
帯
地
「
文
化
公
開
通
主
と
し
て
銭
冊

し
、
抽
出
関
緑
地
と
結
ん
だ
。

門
中
央
広
場
回
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
た
人
々
が
、
憩
い
白
調
、
語
い
り
崩

と
し
て
制
前
官
普
尋
問
帯
広
調
.
中
央

に
、
五
本
の
水
柱
と
謂
状
支
組
み
合
わ

せ
た
民
武
が
あ
り
、
訪
れ
争
入
四
一
白
を

揮
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

円
揮
雪
上
J
!
日
大
宮
な
イ
チ
ョ

相
設
見
学
を
開
く

h

山
中
央
公
民
館
の
開
館
空
却
祝
い
し
て

か
市
民
自
み
な
辛
合
L

「
中
央
公
民
館
描

同
般
車
会
事
宅
苦
美

し

揚

究

日
時
マ
段
時

7
月
5
日
(
同
月
)
午
前
9
時

間
ぬ
分
宇
田
午
前
却
時
事
、
に
な
来
場
い

山
地
た
戸
吉
た
い
.

H
N

マ
所
在
池
平
壇
市
議
分
1
i
m
〈平

で
郵
便
局
一
語
〉

はうよちんどの遡廷しホるき官、容収入
∞
 

7
 

タイ)!-，置りの3熔には、 27盤と22盤の来日裂と茶室が島る

大ぎなユリ白木と調和させた、海と池の晶品百本庭豊富

出問調

ZF車問
ζれLへ3昔
前『住吉

i 読み
???? 

い五街ま

品全高実つ
室開霊堂り
問題事宝の

ii話室
長主義;lこ

!?jj;1jjij諜;!jjjjjiii!;!?iiiij
芦三覇空高主宇事点。諸事正号カjヲ語長 eq3Z襲芸市著書聖 伐想望

君主同52255F2555守著書誌を雲喜時 晶 、

22ロワ認 i続説的空 P32ii1iiipis



く4)

南
制
五
十
周
年
者
指
折
い
し
え
小
中
学
祭
密
封

龍
に
碍
祭
主
~
記
念
押
文
「
一
一
十
一
世
記
の
世
恒
っ

か
」
出
入
選
者
が
決
ま
っ
た
.
応
算
結
数
は
小
学
生

が
一
千
五
百
五
平
点
、
中
学
沖
訪
日
百
中
占
明
、
、
合
計

一
千
中
山
百
六
七
向
の
応
曹
が
串
っ
た
。
審
査
は
、
揮

特集号広報ひらつか昭和57年7月1悶

こ
は
哀
れ
ゼ
あ
る
。
樟
樹
を
し
た
諮
問
、
私
た
ち
む
ま
ち
平
埋
は
、
便
利
で
新
〈
の
人
た
ち
が
ひ
し
め
き
あ

AZ常
一
な

州
〉
花
境
白
あ
る
揖
器
、
警
交
人
々
自
し
い
も
白
ば
か
芸
求
め
る
の
で
は
な
都
市
に
な
っ
話
国
る
e

ま
た
、
霊

一
小
心
を
な
む
ま
ぜ
て
〈
れ
る
。
〈
、
入
の
心
、
ふ
れ
あ
い
そ
穴
討
に
し
に
つ
い
て
は
、
ζ
れ
と
い
っ
た
特
純
物

レ

旭
い
く
摺
近
、
東
京
申
大
学
が
周
辺
部
同
に
た
ま
ち
づ
く
り
役
し
て
ほ
し
い
a
が
な
い

ιと
だ
や
完
工
業
生
時
は
感

低
一
間
帯
転
し
て
い
る
が
、
平
壇
に
も
薪
し
い
そ
の
た
め
に
は
、
弘
た
ち
も
掛
力
し
ん
だ
が
、
鹿
襲
、
部
業
泌
で
、

ιれ
が

剖
聞
大
学
が
で
き
た
、

E
態
5
・

な

け

れ

ば

な

り

喜

ん

@

義

的

室

、

名

物

だ

と

い

之

豊

富
鴎
井

a

f

i

l

-

，

i

f

v

h

，

名

り

濁

っ

た

向

か

が

酷

し

い

.

も

源

お

H
'
C控
軒
丸
い
2
1
9
3
8
J
'

ピ

車
。

e
訪
れ
吋
君
、
潟
明
日
J
d
P
7
名
、
北
品
会
号
、
私
た
ち
が
大
企
な
っ
た

ι

溜

る

j

i

i

ろ

、

平

境

問

は

ど

の

よ

う

に

変

わ

っ

て

一
戸
叫
門
知
帽
子
さ
ん
(
大
役
中
)

し

瑳

い

る

だ

A
F
フ
か
.
大
山
と
富
士
山
的
見

古川噛

hu、
立
宿
駅
な
市
民
に
な
る
た
め
の
心
の
え
る
美
し
い
自
執
務
境
を
も
と
に
し
た

姫

川

縁

拶

F

準
舗
が
す
る
己
と
で
あ
る
e

す
宗

P
ぷ
都
市
に
苑
詰
問
し
て
い
る
と

口

弘

鶏

Y
F
品
購
瞬
、
富
5
で
な
〈
、
現
実
の
問
題
恕
5・
し
か
し
、
そ
れ
を
つ
く
り
あ
げ

霊

異

さ

ん

(

洛

土

日

麓

警

菅

島

騨

と

し

て

霊

前

が

発

展

し

て

い

〈

た

て

い

〈

白

内

ほ

か

む

だ

れ

で

も

な

い

、

ま
も
議
綴
腰
、
仁
滋
総
喝
住
ま
ど
の
よ
う
な
ζ
と
が
あ
ザ
レ
れ
私
た
ち
で
あ
る
。
将
来
の
雲
市
が
ど

せ

み

議

盟

曹

司

離

襲

鳴

い

る

@

笈

に

は

せ

み

が

な

き

、

駄

に

な

が

ど

|

輯

噂

る

だ

ろ

"

品

目

安

定

喜

晶

か

っ

て

い

く

か

は

、

vm
る

と

も

み

じ

真

っ

赤

に

そ

ま

つ

だ

ナ

u

y

Z

ひ

と

つ

に

、

人

口

増

加

由

一

問

題

霊

む

私

た

ち

り

毎

月

せ

雪

E

紙

冬
J

は

じ

ゅ

ず

だ

ま

ひ

ろ

い

に

出

か

け

た

パ

し

私

た

ち

の

住

ん

で

い

る

平

壇

用

は

、

が

あ

苦

」

思

去

っ

@

開

掛

か

伊

れ

た

土

地

に

多

恵

フ

。

川一

P
じ

て

、

警

主

主

っ

と

ん

で

主

神

高

川

県

田

中

で

も

古

く

か

ら

一

翼

し

b

7

1

v

;

是
正
な
に
し
支
が
あ
っ
た
り
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
る
ら
は
、
考
会
場
卒
、
〈
る
喜
一
ひ
と
つ
で
あ

D
3誼
露

出

口

黙

を

守

る

き

ょ

う

会

に
平
努
L
は
ど
う
し
て
な
い
り
だ
ろ
私
が
望
ん
で
い
る
住
亭
よ
い
ま
ち
は
と
、
父
怒
か
ら
も
溺
い
て
い
ま
す
e
A
B
一

部

と

し

て

大

切

な

役

割

聖

は

た

し

:

1

わ
た
し
は
、
平
田
曜
市
由
港
抽
窓
へ
ひ
う
。
離
が
た
ノ
ー
さ
ん
あ
っ
て
、
ど
乙
世
辞
い
ん
な
で
、
お
と
し
ょ
E
の

人

た

ち

が

講

て

い

る

。

閣

議

融

舗

の

窃

ロ

ま

お

り

樋

口

鱗

予

さ

ん

(

金

g小
〉

っ
ζ
し
で
発
走
e

わ
た
し
は
、
轄
と
レ
平
場
り
い
る
い
ろ
な
婦
に
鰻
り
し
ば
て
い
て
も
、
花
が
咲
い
て
い
る
由
が
丸
し
く
く
b
一
せ
る
よ
う
な
繕
設
を
侍
っ
た
り
市
町
村
よ
り
一
歩
嘩
ん
で
い
る
と
い

明
踊
震
源
子
さ
ん
〈
港
小
)
ば
ふ
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
好
ふ

C
苦
笑
吏
袋
一
撃
手
た
く
さ
ん
昨
争
れ
る
よ
う
室
主
で
す
。
旬
、
中
告
し
〈
し
で
あ
げ
る
モ
己
大
っ
て
よ
い
な
っ
ぅ
。
し
か
し
、
ど
ん
な
り
、
時
間
闘
が
か
か
る
自
で
、
利
用
し
な

!
?
1
い
由
だ
と
忠
一
い
ま
す
。
そ
ζ
で
、
県
議

平
塚
市
に
は
、
小
学
校
や
中
学
、
荷
車
が
、
も
の
す
む
い
ス
ピ
;
ド
を
出
し
き
だ
。
モ
れ
が
寵
泊
ベ
一
7
y
F
か
ら
ち
っ
て
ほ
し
い
。
あ
お
あ
お
よ
し
ず
未
も
ま
ち
が
君
れ
い
で
、
住
ん
で
い
亭
人
切
で
7
.
に
施
設
や
環
境
重
欄
苦
れ
て
も
、
そ
込
犠
車
噌
緩
留
p
h
p

肱喝川
j
h
閣
は
詳
の
地
下
に
地
下
銑
老
議
す
か
、
金
田
川

波
な
ど
の
学
校
は
た
く
さ
ん
あ
る
自
に
て
滋
き
と
い
う
ζ
と
で
す
.
語
、
三
と
早
え
た
a
湘
南
盟
主
語
だ
た
く
さ
ん
う
も
ほ
し
い
.
若
君
主
会
仲
良
く
し
て
、
升
か
ら
な
い
語
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
の
ζ
と
れ
を
運
営
し
て
い
く
係
哲
人
や
利
用
す
苅
繁
治
撃
酬

明
断
引
晦
品
類
輔
自
上
を
モ
ノ
レ
i
ん
で
過
せ
ば
、
交
通

大
学
が
一
つ
し
か
な
い
話
、
せ
不
j
i
i
j
f
l
i
P
I
l
i
-
-
!
l
i
l
-
-
!
i
l
i
l
i
l
i
-
-
l
i
i
s
i
l
l
i
-
-
i
l
i
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
i
i
る
市
民

mv議
長
よ
っ
て
は
ま
っ
た
S
F
W
4
媛

込

匂

輔
議
綴
綴
議
欝
磯
滋
幾
揚
揚
縁
輯
警
鐘
輯
錫
融
機
綴
翻
鶴
瀦
機
購
輯
線
鶴
輯
磁
輯
磯
欝
韓
関
輯
幾
緩
輯
務
嬢
韓
議
綴
輯
欝
麓
務
綴
重
量
嘩
覇
融
緩
翻
鶴
寵
額
縁
麟
輯
輔
輯
勝
目
d
綴

F
5
3、
事
故
も
少
な
く
な
る
L
、
車
喜
う
人

唖
だ
と
患
い
ま
す
。
だ
い
た
い
り
大
学
欝
醐
綴
襲
警
轡
欝
轍
灘
漉
醐
醐
穣
錨
欝
譲
鱗
鰯
欝
鱒
織
機
購
騨
縮
機
線
踏
糠
噛
織
機
織
麟
醐
融
機
鰯
欝
援
護
磁
畿
欝
輔
融
機
灘
鱒
機
畿
機
鰯
緩
鱗
〈
つ
ま
ら
な
い
も
自
に
な
っ
て
し
ま
i車
損
寵
電
電

麓
輯
繍
綴
機
滞
緩
滋
怒
噂
2
輯
緩
磯
官
署
員
轟
綴
鯨
綴
麟
輔
鱒
畿
磯
機
織
機
鱒
轍
購
滋
餓
輔
醐
額
縁
明
浦
犠
曹
轟
轟
線
機
鰭
機
輔
撃
競
綴
綴
畿
瀦
畿
総
務
輯
嬢
鱒
輔
綴
織
機
輔
鱒
ち
少
な
く
な
る
と
添
い
ま
す
。

は
、
東
京
な
さ
聾
ま
っ
て
い
て
、
い
轟
轟
曹
轟
隣
畠
熱
線
河
弘
毅
留
p
d
越
線
句
議
，
d
喝
鍾
麟

4湾
内
議
費
込
書
謡
麟
総
額
潟
畿
機
喝
暴
露
翼
線
綴
織
機
織
総
襲
う
。
己
れ
か
島
の
よ
り
よ
い
平
控
室

輔
線
描
総
裁

f
υ
s華
街
輔
醗
鞘
融
畿
欝
醐
F

媛
融
脚
総
額
臨
機
購
酔
饗
襲
輔
綴
輔
鞠
額
醐
F

曜
額
埼
d
媛
線
鶴
湾
弘
離
し
ト
ー
ト
れ

ujd襲
綴

畿

綴

今

ま

で

は

、

自

勲

者

ζ

わ

ず

己

と

り

ち
い
ち
通
う
一
四
祭
壇
で
す
.
寺
田
灘
襲
撃
す
ぜ
d
g
鰯
緒
川
昌
務
除
問
パ
リ
ソ
』
機
轟
鵬
陣
織
欝
緩
醐
闘
機
務
酔
緩
拶
y
d
緩
噛
よ
畿
欝
繍
翁
綴
伊
減
額
畿
鑓
っ
く
P
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

李

は

、

あ

と

畢

聖

書

か

な

け

れ

麟

麟

叫

パ

内

輪

A轟
品

購

陣

君

臨

溺

耕

輔

鞍

醐

議

麟

臨

麟

路

拡

瞬

間

制

脳

離

麟

轍

轍

「

雲

市

基

す

主

」

田

建

設

が

必

ま

だ

野

議

選

立

、

車

率

〈

、

軍

事

多

か

っ

た

よ

う

な

の

有

ζ

れ

か

騒

欝

炉

伊

鞍

制

観

欝

れ

れ

私

議

綴

智

欝

総

轄

轟

務

幾

灘

欝

伊

知

欝

欝

欝

欝

幾

欝

欝

轟

轟

轟

轟

錦

織

額

。

亡

、

ら

は

自

前

在

住

書

か

え

ら

せ

よ

2

思

ば
あ
り
ま
ぜ
ん
。
だ
食
事
境
に
大
半
欝
鱗
験
轡
鶴
綴
織
媛
繍
畿
綴
綴
綴
綴
織
鶴
麟
灘
緩
欝
翻
翻
鶴
綴
毅
鱗
麟
鶴
畿
麗
繍
寵
欝
轍
麟
欝
瀦
難
鎖
緩
鶴
欝
灘
欝
鱒
鶴
簸
欝
綴
踏
襲
警
と
態
う
。
そ
れ
に
は
、
私
た
ち
の
何
十
メ
!
ト
ル
も
車
問
つ
な
が
っ
』
む
者

磁
韓
議
磁
覇
題
額
謬
麗
聾
麗
麗
聾
寵
輯
麓
轟
轟
轟
謹
聾
麗
務
雛
韓
糠
韓
欝
欝
襲
聾
華
麗
欝
欝
磁
鰭
麗
輯
麗
欝
醸
磁
轟
轟
轟
欝
寵
揚
鶴
瀦
欝
瞳
雛
額
鶏
髄
韻
臨
海
趨
富
謹
麹
韓
盟
霊
童
い
ま
す
。
白
熱
田
轟
を
と
ζ
ろ
ど
と
ろ

を
搾
っ
た
ら
い
い
と
患
い
ま
す
匂
;
ー
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
i
l
i
!
1
J
i
l
-
-
i
i
!
j
i
t
-
-
i
i
i
i
i
l
i
-
-
i
!
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
t
t
i
t
i
l
-
-
-
1
1
よ
う
な
中
学
空
自
時
代
か
ら
、
や
ら
な
ま
ず
。
一
人
}
告
の
人
が
多
い
の
て

「
早
壇
市
に
は
、
競
輔
の
し
ゅ
う
え
そ
ん
な
競
輪
が
大
吉
ら
い
で
す
a
私
が
っ
た
。
と
で
も
う
れ
し
く
て
、
モ
由
臼
花
だ
ん
彦
作
っ
て
花
も
モ
だ
で
た
い
。
己
と
が
あ
っ
た
ら
、
だ
れ
に
官
も
鴎
け
を
そ
5
ぞ
う
す
る
と
、
今
田
幸
つ
に
伎
く
て
は
い
け
な
い
ζ
と
、
や
っ
て
は
い
す
e

考
え
な
お
し
て
品
た
い
問
題
で
に
作
り
、
に
わ
と
D
ゃ
う
さ
タ
な
ど
の

支
て
い
る
ζ
と
は
、
競
輪
場
企
ζ
わ
は
諦
と
走
品
っ
た
り

5
3た
p
u
ど
ん
な
き
さ
に
な
っ
て
も
い
つ
も
花
る

J
若
宮
、
撃
え
て
寺
島
み
よ
い
主
で
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
よ
、

E
宝
〈
亨
え
て
行
動
し
て
す
。
パ
ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
一
ベ
ん
お
と
な
し
い
動
物
差
し
か
い
に
し

訴

し

先

室

長

技

場

Z存

受

付

、

宮

、

Eつ
い

や

き

り

さ

い

て

い

る

蓄

な

ん

て

一

?

っ

そ

え

な

気

持

毒

よ

い

閉

に

な

っ

そ

も

と

が

大

切

だ

と

雪

つ

ま

に

き

さ

ん

の

入

車

ιべ
な
か
っ
た
て
い
っ
し
ょ
に
滋
ん
だ

tます。

亀

襲

警

Jd

る

乙

と

で

す

。

と

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

霊

長

室

主

主

E
Aじ
く

な

っ

て

主

た

ら

い

い

と

思

い

ま

す

。

ま

た

ぺ

マ

ラ

y

y

自

7
ス
な
ど
も
揮

4
3懇
日
月
刊
訂
持
U

訪
れ
れ
時
計
m
r
u
H
刊
誌
持
法
ふ
れ
あ
い
を
大
一
関
に
零
時

1
1
百
五
日
初
日
付
一
日
間

A
車

警

唱

す

。

花

木

川

ぞ

い

に

あ

る

す

イ

ク

リ

y

号

、

習

を

完

あ

る

所

だ

つ

な

ぜ

費

し

い

平

塚

に

'

Z

Z

い

う

ら

斤

J

2

3

さ

ま

う

ド

νます。

c
ヨ

4

5

1

ス

を

え

ん

ち

ょ

puた
も

の

で

た

。

宮

熔

も

い

っ

ぱ

い

あ

っ

た

a

州

に

な

っ

て

〈

在

、

と

て

も

う

れ

い

橘

刈

敦

子

さ

ん

(

江

南

高

校

)

h

f

J

る

ん

し

て

、

何

も

か

も

裏

目

ま

ま

に

し

て

塁
買
っ
て
い
る
」
と
妻
都
議
い
い
か
ら
、
章
一
腐
る
い
む
も
の
に
は
か
に
か
た
く
さ
ん
い
て
響
に
な
い

i
自
由
E
の

れ

還

な

ん

で

い

う

の

晴

れ

た

泊

蝿

呂

町

朝

、

語

、

車

立

ち

並

重

苦

灯

、

エ

去

を

髄

ら

し

頒

「

1

糊

対

お

き

ま

す

e

「
鹿
き
ょ
う
会
」
集

き
ま
し
だ
き
に
、
霊
草
津
っ
そ
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
る
と
お
た
き

f
tぐ

ん

が

が

で

き

る

由

宮

司

2

っ

玉

木

主

李

白

サ

イ

ク

D

春

闘

史

ラ

ッ

シ

ュ

蛍

み

の

露

。

轍

畿

一

区

っ

て

豆

え

喜

あ

げ

た

り

、

け

訟

を

諸
説
月
間
訪
問
同
日
刊
誌
日
終
日
投
環
境
の
よ
い
ま
ち
に
石
川
川
町
村
川
市
、
犬
量
れ
月
日
刊
主
計
四
時
棚
田
説
日
間
同
日
A
誇れ
f
M
M

れ

と
須
録
地
区
L

は

め

い

わ

く

な

己

と

き

る

か

ら

で

す

。

;

;

き

に

は

、

笑

顔

の

出

由

い

が

持

つ

ふ

れ

あ

い

突

切

喜

思

5
・

醐

F

W
川
口
を
作
り
た
い
で
す
。

も

あ

曲

一

ま

て

そ

れ

は

、

弱

小

の

手

私

自

警

そ

い

る

己

と

怪

墨

ま

だ

一

小

高

田

尚

子

さ

ん

ハ

大

野

中

〉

て

い

る

。

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

ワ

ェ

7

由

お

私

た

ち

由

ま

ち

ヰ

壇

は

、

何

年

、

い

量

a

d

h

ζ

?

舎

な

揖

を

返

し

て

、

市

民

が

在
、
競
輪
中
L
は

自

転

車

に

乗

っ

て

い

っ

ぱ

い

あ

る

げ

れ

ど

、

ふ

れ

が

か

な

堂

島

、

ι民
主
ん
だ
ん
大
じ
さ
ん
、
自
転
車
を
と
ほ
し

τく
事

者

十

一

年

先

に

な

っ

て

も

、

人

間

争

し

一

判

別

心

ま

よ

わ

せ

、

な

と

ま

な

気

持

ち

は
い
草
ど
と
か
、
「
き
さ
ん
の
え
主
言
い
な
と
思
い
ま
す
。

i

参
入
に
な
っ
て
、
平
家
主
わ
っ
て
い
る
年
堂
、

E
J謀
長

さ

の

あ

る

ま

ち

で

あ

っ

て

ほ

し

い

。

札

一

良

で

ふ

れ

?

あ

で

き

ま

つ

に

な

ー

弘

韓

罫

弘

臨

鵬

V
と

一

患

い

そ

げ

た

守

。

ん

・

5

出

品

ぷ

う

ア

メ

U

Z

裏

口

y

y

ト

語

、

約

二

大

れ

ば

、

え

な

に

い

い

で

し

ょ

う

。

た

く

さ

ん

公

顕

を

韓

議

鵠

麟

一

三

世

結

に

は

語

、

一

手

一

p

i

t

s言
論

Z
ゑ
T
8平
警
は
ま
が
ベ

j

縄
開
講
轟
輔
噛
識
に
な
り
手
・
平
壇
南
町
中
心
に
は
臨
卑
七
5
5
2
5
.
;
酌
何
百
年
も
り
輯
語
、
生
い

L

亡

M
i
g号

室
、
ぜ
い
け
つ
な

わ

た

な

べ

か

お

む

さ

ん

(

金

侵

小

〉

員

電

品

種

潟

大

宮

な

建

物

が

増

え

、

返

事

え

る

茂

っ

て

い

る

と

い

う

・

つ

プ

む

ど

間

に

な

っ

て

ほ

し

い

と

ね

が

っ

て

い

ま

軍

司

の

と

わ

た

し

は

、

お

花

や

木

や

小

島

が

大

記

岳

、

と

っ

て

も

晶

し

い

な

と

患

い

ま

と

思

い

ま

す

.

詩

人

昭

一

佐

藤

静

夫

ば

、

「

石

損

部

も

る

す

.

督

。

人

が

、

今

田

り

っ

ぱ

な

平

嗣

唱

す

き

で

す

。

す

。

私

は

、

平

患

で

笠

ま

れ

、

平

埋

で

習

で

有

私

が

心

配

じ

て

い

る

自

は

、

大

簡

を

辞

み

つ

つ

恋

主

車

両

ぞ

品

世

廿

市

を

作

っ

た

の

で

す

か

ら

、

あ

と

に

輯

の

念

平
っ
た
L
み

ど

り

宗

を

い

っ

ぱ

い

だ

ん

ち

と

か

、

と

え

も

た

い

せ

つ

ち

一

ま

し

た

.

霊

祭

ら

白

色

索

、

エ

掛

か

白

自

我

が

み

る

さ

と

よ

」

と

い

主

義

者

作

っ

ぷ

在

〈

私

た

ち

が

、

人

間

ど

戸

な

か

り

で

う
与
え
て
、
書
れ
い
な
お
花
を
い
っ
ぱ
い
詰
空
わ
た
し
た
ち
の
ζ
う
え
ん
よ
そ
の
而
に
は
、
住
ん
だ
己
と
が
晶
き
た
な
い
奪
、
懲
り
な
号
、
重
て
い
る
e

誌
な
ノ
¥
密
然
や
動
物
主
演
し
〈
ふ
れ

在
か
せ
て
ほ
し
い
で
え
そ
し
て
、
い
が
た
く
さ
ん
で
い
で
す
。
ζ
う
え
り
ま
せ
ん
が
、
毒
は
、
重
の
よ
い
官
官
を
佳
品

L
iな
さ

と

で

石

援

と

コ

y

f

l

の

語

、

唖

詰

あ

い

の

で

き

る

喜

市

喜

っ

て

い

〈

ろ
い
ろ
な
小
島
た
ち
が
来
て
、
木
に
い
揺
、
き
れ
い
な
お
花
が
い
っ
ぱ
い
品
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
。
い
〈
ら
便
利
L
な

っ

て

も

、

な

ん

伐

た

る

罰

金

で

は

、

そ

己

一

に

住

む

人

間

よ

う

に

努

力

し

た

い

と

底

い

ま

す

.

え
さ
ん
か
ら
パ
ン
ジ
ー
の
な
え
を
も
ら

い
手
し
た
.
今
、
き
い
ろ
っ
ぽ
い
お
花

ひ
'
が
さ
い
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
ま

ニ

っ

か

さ

と

み

さ

ん

昔

+

菟

土

ゆ

い

た

あ

ぶ

ら

な

も

、

ふ

ま

さ

と

み

ど

だ
か
ら
、
ど
己
へ
行
〈
の
に
も
あ
ん
し

4
4

担
色
の
は
が
出
て
、

Luuに
ま
け
な
い

ん

じ

て

は

し

れ

る

、

サ

イ

ク

日

y

F

守

で

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

@

p
h
w
p
と

2

る

が

い

い

で

す

。

そ

し

て

そ

わ

た

し

は

、

平

っ

か

じ

ゅ

う

に

み

ど

襲
、
一
器
部
C
7
2
y
F
Z
長
ぜ
ん
ぷ
っ
つ
肯
定
主
主
れ
い
な
声
芸
品
奉
者
れ
い
な
お
需
い
っ
ぱ
い

喝
仏
部
-
な
が
っ
て
い
た
ら
、
吉
で
も
そ
ん
い
て
い
た
ら
、
と
っ
て
主
主
が
い
あ
っ
て
、
乙
う
え
余
き
さ
ん
あ
る

司
様
匂
躍
で
行
け
る
由
主
ん
り
だ
と
患
い
ま
い
と
患
い
ま
す
e

喜
に
な
っ
玄
ほ
し
い
で
す
・

す
e

そ
し
て
、
ど
空
ろ
泊
り
ょ
う
わ
き
あ
き
ま
つ
り
の
と
き
、
六
年
白
指
向

わ
た
し
た
ち
の
す
ん
で
い
る
ひ
ら
つ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
花
一
宮
え
な
で
う

か
に
は
、
た
く
さ
ん
よ
い
と
C
ろ
が
あ
え
た
い
と
患
い
ま
す
。
響
は
チ
ュ
!
2

り

ま

す

。

ッ

プ

や

パ

y

y

l

、

笈

は

ひ

ま

わ

り

や

だ
け
ど
、
再
は
、
ど
う
る
が
せ
ま
く
あ
さ
が
お
、
執
は
コ
ス
モ
ス
と
き
く
を

て
、
じ
と
ラ
璃
が
お
お
く
て
、
海
に
行
う
え
た
い
で
す
。
晶
、
は
つ
は
き
が
い
い

〈
む
も
、
図
曹
か
ん
に
本
脅
か
り
に
行
で
す
。
そ
し
て
、
そ
由
ど
吾
ろ
か
ら
ふ

く
町
も
、
E
2
え
ん
に
あ
そ
び
に
行
〈
じ
山
が
見
え
た
り
、
夕
日
が
h

見
え
た
り

自
に
も
き
げ
ん
が
い
っ
ぱ
い
甘
ず
。
わ
じ
た
ら
、
も
っ
と
苦
れ
い
な
ひ
ら
つ
か

た
し
は
、
じ
て
ん
車
在
い
す
き
壱
す
。
に
な
る
と
思
い
ま
す
.
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